
䐢

教ᤵ

䖂 ❧ᮌⱱ㞝

䚽 బ⸨⩧㍜

Ⳣ㔝ᣅ

ᯇᕝᮥᑀ

ᕝ見ᩥ⣖

581㻘000෇

同ᚿ社大学䚷社会学㒊

㜵⅏ேᮦ⫱ᡂᏛ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ

東日本大震災から10年が⤒㐣した中で❧䛱⌧れてきた災害
時せ㓄៖者の災害⬤ᙅᛶにὀ┠した災害時䜿アプ䝷䞁・災害
䜿ース䝬ネジ䝯䞁トプ䝷䞁స成のための⚟♴防災人材育成プ
ロ䜾䝷ムの㛤発と実践

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ❧ᮌⱱ㞝 ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 同ᚿ社大学䚷社会学㒊

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

ᅗ1：実際の௝ྎᕷとྜ成䝁䞁トロールἲにより
推ᐃした཯実௬᝿の௬設ఫᏯධᒃ⋡減ᑡ᭤⥺のẚ㍑

東໭大学䚷災害科学国際研究所（防災社会推進ศ㔝）

大㜰ᕷ❧大学大学㝔䚷ᩥ学研究科䚷人間行ື学ᑓᨷ䚷ᆅ⌮学教ᐊ

防災科学ᢏ術研究所

同ᚿ社大学䚷社会学㒊䚷社会学研究科（༤ኈ後期課⛬）

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

2014、2015、2016、2017、2020年度のྡ取ᕷ⏕活෌ᘓ⌧ἣ調査のศᯒ⤖果から、⿕災者の⏕活෌ᘓのᅔ難が、⿕
災前の社会⏕活ୖの⬤ᙅᛶとᐦ᥋に関ಀすることが᫂らかになった。この⤖果を䜒とに、平時にຍえて災害時の䜿ア
プ䝷䞁、⿕災後の䜿ース䝬ネジ䝯䞁トプ䝷䞁స成がᢸえる人材育成プロ䜾䝷ムを䜶䝡䝕䞁スに䜒と䛵いて㛤発する。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

東日本大震災で⿕災したྡ取ᕷẸの㏣㊧調査䠈東໭ 3 ┴の⏕活復興調査䠈ྡ取ᕷおよ䜃௝ྎᕷの௬設ఫᏯᒃఫ
期間のศᯒ⤖果は䠈⿕災のᙳ㡪は୓人に平等な⤖果を䜒たらすのではなく䠈⿕災前から社会的に䛬いᙅなᒙが⿕
災後䜒⏕活෌ᘓでより大きな㈇のᙳ㡪を䠈より㛗期に䜟たって⤒㦂することを᫂らかにした。

ᅗ表
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成果として発表したㄽᩥ

ᕝ見ᩥ⣖・❧ᮌⱱ㞝䠈「災害䜿ース䝬ネジ䝯䞁トがすまい෌ᘓに与えたᙳ㡪：ྜ成䝁䞁トロールἲによる௝ྎᕷの⿕災
者ᨭ᥼のศᯒ�䚷䛄日本ᘓ築学会ィ⏬系ㄽᩥ㞟䛅9RO�87�䚷1R�797�༳ๅ中

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 1 ）⦅
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䐢

教ᤵ

䖂 ᱜ஭ឡᏊ

䚽 బ⸨䚷೺

ᰘᒣ䚷᫂ᐶ

ᮧᒣ䚷Ⰻஅ

ᑠ⏣䚷㝯ྐ

⇃㇂ㄔ

681,000෇

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

㜵⅏ேᮦ⫱ᡂᏛ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
䝝䝄ード䝬ップの᝿ᐃእを㋃まえた学ᰯ防災とᆅ域防災の⼥
ྜに関する䝰䝕ル構築

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ᱜ஭ឡᏊ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 東ὒⱥ࿴ዪ学㝔大学

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

災害科学国際研究所

ᒣᙧ大学教⫋大学㝔

東ὒⱥ࿴ዪ学㝔大学

災害科学国際研究所

研究のᴫせ

ᐑᇛ教育大学防災教育研ಟ機構

ᒾᡭ大学ᆅ域防災研究䝉䞁䝍ー

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

本研究では「学༊の災害リスク⌮ゎのための䜸䞁䝷イ䞁ㅮᗙ」を活用し、学ᰯ教ဨ、ඣ❺⏕ᚐ、ᆅ域ఫẸ等が䝝䝄ー
ド䝬ップの᝿ᐃእを㋃まえたᆅ域の災害リスクを⌮ゎし、㢼Ỉ害に対する事前㑊難をྍ⬟とするための学ᰯ防災とᆅ
域防災の⼥ྜ䝰䝕ルを㛤発するための実践的研究を行った。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

防災教育国際༠ാ䝉䞁䝍ーHPでබ㛤した䜸䞁䝷イ䞁ㅮᗙを活用し、ᐑᇛ┴防災୺௵ึ௵者研ಟ（150ྡཧຍ、5
月）、▼ᕳᕷ防災୺௵研ಟ（50ྡཧຍ、6月）を実施した。そのୖで、Ỉ防ἲ等のᨵṇによって⩏ົ化された䝝䝄ード
䜶リアに❧ᆅするせ㓄៖者฼用施設である学ᰯの㑊難☜ಖィ⏬の⟇ᐃと、᪤に学ᰯでస成している学ᰯ防災䝬䝙䝳
アルとの⼥ྜをᨭ᥼す䜉く▼ᕳᕷ防災୺௵研ಟをさらに2ᅇ実施し（8,9月、ᘏ䜉60ྡ）、Ẽ㇟・Ἑᕝ・㑊難情報等を活

用して᭱㐺な㑊難ඛと㑊難ルートの᳨ウを行うための事౛を㛤発した。研ಟでは、iPadを用いて事౛ᆅのᶆ㧗や㑊
難ルートを☜ㄆする᪉ἲを♧し各学ᰯで活用するための᪉ἲを♧し、また学༊Ᏻ全ᢸᙜ୺ᖿ教ㅍが防災୺௵をサ
䝫ートしながらおこなうカス䜿ード᪉ᘧで研ಟを実施し、各自἞体教育ጤဨ会ෆで研ಟをᣢ⥆的に実施ྍ⬟な᪉⟇
を᳨ウした。国ෆでは㔩▼ᕷで㛤ദされた防災国体2021シ䞁䝫ジ䜴ム、ᩥ教施設䝉䝭䝘ー等、国際的にはྎ‴、⡿

国、イ䞁ドネシア等のシ䞁䝫ジ䜴ム等で研究成果の発ಙにດめた。ຍえてୖグ䝉䞁䝍ーのHPに、䜸䞁䝷イ䞁ㅮᗙ、ᐑ
ᇛ┴にຍえ、ᒾᡭ┴、ᒣᙧ┴の学༊ቃ界⥺ධᆅᙧᅗをබ㛤、情報イ䞁フ䝷のᣑ඘にດめた。

ᅗ表

（ᕥ）㻞㻜㻞㻝年度の研究活ືのᴫせと成果、（ྑ）研ಟ用に㛤発された事౛
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成果として発表したㄽᩥ

2021年8月26日 , ワークシ䝵ップ , 国際 ,研究者・ᆅ域防災実践者 ,University of Washington-Tohoku University
Exchange Workshop on Community-based Preparedness and Intergenerational Education for Disaster Risk Reduction,
ᱜ஭・ᑠ⏣・బ⸨による研究発表, 15ྡ, 国際.

Ᏹ᰿ ᐶ䠈ᮧᒣⰋஅ,ᆅ域の災害リスクを䛹う教えるか䠉ᆅᙧを㋃まえて䝝䝄ード䝬ップをㄞ䜐䠉䠈科学䠈91 444-448䠈

2021年05月,査ㄞ↓,国ෆ.

బ⸨೺䠈ᱜ஭ឡᏊ䠈ᑠ⏣㝯ྐ䠈ᯘ⏣⏤㑣䠈ᮧᒣⰋஅ䠈▮Ᏺඞஓ,䝁䝭䝳䝙ティ・スクールにおける学ᰯ防災の推進䝰䝕

ル䠉ᶓ὾ᕷ❧໭⥘ᓥᑠ学ᰯの事౛䠉䠈自然災害科学䠈40, 2021,175-190䠈査ㄞ᭷, 国ෆ.

ᑠ⏣㝯ྐ：「ᆅ⌮学でᗈげる防災㐨ᚨ」䠈䛄防災㐨ᚨ䛅（東᭩教育シリー䝈中学ᰯ㐨ᚨ科教ᤵ用㈨ᩱ）䠈東ி᭩⡠

（2021.10）, 査ㄞ↓,国ෆ.

⇃㇂ㄔ,ᇼᮧ༓㭯Ꮚ,ᑠᯇ༓ెᏊ：㔩▼ᕷ❧㔩▼中学ᰯにおける⥅⥆した防災教育の成果と展㛤䠊䛄Ᏻ全教育学研

究䛅（1）2021䠈33-44䠈査ㄞ᭷䠈国ෆ.

ᮧᒣⰋஅ䠈ᱜ஭ឡᏊ䠈బ⸨೺䠈໭ᾆ᪩ⱑ䠈ᑠ⏣㝯ྐ䠈⇃㇂ㄔ,ᆅᙧと䝝䝄ード䝬ップに関する䜸䞁䝷イ䞁教ဨ研ಟプ

ロ䜾䝷ムの㛤発䠉学ᰯ防災の自ᰯ化のために䠉䠈Ꮨหᆅ⌮学,73, 2021,94-107䠈査ㄞ᭷, 国ෆ.

⇃㇂ㄔ: 津波ᖖくᆅにおける東日本大震災前後の防災ព㆑のኚ化ʷᒾᡭ┴㔩▼ᕷ၈୹⏫における⥅⥆調査⤖果

から䠉䠈東໭ᆅ⌮学会⛅Ꮨ学術大会䜸䞁䝷イ䞁䠈2021/11,国ෆ.
学術ㄽᩥ䚷ྜィ（䚷6䚷）⦅

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2021年4月14日, シ䞁䝫ジ䜴ム, 国際, 研究者・教ဨ,ྎ日防災教育実ົ⤒㦂஺ὶフ䜷ー䝷ム, 「௝ྎ防災ᯟ組とᣢ⥆ྍ

⬟な㛤発┠ᶆ（SDGs）との関連（SDGsど点からの学ᰯ防災教育の構築）」を₇題にᇶ調ㅮ₇（ᱜ஭）, ྎ‴䠋日本か

ら⣙100ྡ（䜸䞁䝷イ䞁）.

2021年8月3日, シ䞁䝫ジ䜴ム, 国ෆ, 教ဨ, ௧࿴3年度▼ᕳᕷ学ᰯ防災フ䜷ー䝷ム、䝟ネル䝕ィスカッシ䝵䞁「ᆅ域防災

連⤡会を核とした防災教育の推進と防災体制の඘実」䝟ネリスト（ᮧᒣ）, フ䜯シリテー䝍（ᱜ஭）,䚷⣙70ྡ.

2021年11月6日, シ䞁䝫ジ䜴ム, 国ෆ, 研究者・教ဨ・ఫẸ, 䜌うさいこくたい2021・➨28ᅇᒾᡭ大学ᆅ域防災フ䜷ー䝷

ムジ䝵イ䞁ト௻⏬「学ᰯ教育⌧ሙにおける防災教育・活ືの⼥ྜと実㉁化」, ௻⏬（⇃㇂）, ㅮ₇（ᮧᒣ・ᱜ஭）, ⣙80ྡ,
国ෆ.

2021年11月7日, シ䞁䝫ジ䜴ム, 国ෆ, 研究者・教ဨ,防災推進国Ẹ大会2021におけるᦆಖ༠会䝉ッシ䝵䞁「東日本大

震災、これまでの10年、 これからの10年ࠥఏᢎ・教育のᮍ᮶ࠥ」での䝟ネリスト（ᱜ஭）, 䝝イブリッド, 会ሙ⣙80ྡ.

2021年11月25日,シ䞁䝫ジ䜴ム,国際, 研究者, 1st International Conference of Applied Geography Education (ICAGE
2021)䚷Langsa, Acehにおけるᇶ調ㅮ₇（ᱜ஭）, 䜸䞁䝷イ䞁, ⣙60ྡ.

2022年2月14日, 䜸䞁䝷イ䞁䝉䝭䝘ー, 国ෆ, 教ဨ・研究者, ᩥ㒊科学┬ᩥ教施設䝉䝭䝘ー2021における䝁ー䝕ィネー

䝍ー（ᱜ஭）,  ⣙80ྡ.

ྜィ（䚷7䚷）件
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䐢

教ᤵ

䖂 㧗ᶫᾈ᫭

䚽 ᐃụ♸Ꮨ

㧗஭ఙ㞝

ⲡⱉᩄኵ

平㔝຾ஓ

᰿本ᫀᏹ

697�000෇

໭ᾏ㐨大学

㜵⅏ேᮦ⫱ᡂᏛ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
༓ᓥᾏ⁁༡㒊㉸ᕧ大ᆅ震の事前復興ィ⏬⟇ᐃにྥけたアク
シ䝵䞁リサー䝏

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ 㧗ᶫᾈ᫭ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ໭ᾏ㐨大学大学㝔⌮学研究㝔

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

東໭大学災害科学国際研究所

໭ᾏ㐨大学

㔲㊰ᕤ業㧗等ᑓ㛛学ᰯ

東໭大学災害科学国際研究所

日本㉥༑Ꮠ໭ᾏ㐨┳ㆤ大学

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

㉸ᕧ大ᆅ震の発⏕がษ㏕している༓ᓥᾏ⁁༡㒊で⿕災するྍ⬟ᛶが㧗いᆅ域において、東日本大震災の津波⿕
災ᆅや༡ᾏト䝷フのඛ進ᆅ域をཧ⪃とし、✚㞷ᐮ෭ᆅ等のᆅ域≉ᛶを཯ᫎした自἞体での事前復興ィ⏬⟇ᐃにྥ
けたアクシ䝵䞁リサー䝏を展㛤する。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

໭ᾏ㐨㔲㊰⟶ෆⓑ⣇⏫を䝰䝕ル䜿ースとし、東日本大震災⿕災ᆅの復興㐣⛬や、༡ᾏト䝷フඛ進ᆅ域での事前復
興ィ⏬をཧ⪃として、⏕活復興ᨭ᥼ィ⏬ཬ䜃復興ま䛱䛵くりィ⏬を2本ᰕとする事前復興ィ⏬のᴫせプ䝷䞁をస成す
る㐣⛬を㏻䛨た人材育成が行䜟れた。㐨ෆኴ平ὒἢᓊ㒊の自἞体を対㇟とした情報஺᥮会を໭ᾏ㐨ᗇや໭ᾏ㐨㛤
発ᒁと༠ຊして実施し、事前復興のᚲせᛶの共㏻ㄆ㆑㔊成をᅗった。

ᅗ表
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シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2022�1�25、༊ศ（情報஺᥮会）、国ෆ、対㇟（自἞体⫋ဨ）、情報஺᥮会ྡ⛠（ᆅ震津波⿕災後の復ᪧ復興ま䛱䛵く
り䝡ジ䝵䞁事前᳨ウにྥけた自἞体⫋ဨྥけ䜸䞁䝷イ䞁情報஺᥮会）、ᴫせ（༓ᓥᾏ⁁༡㒊㉸ᕧ大ᆅ震・津波による
⿕災後にᚲせとなる復ᪧ復興の進め᪉について関ಀ機関から情報ᥦ౪があった。また、発表に対する㉁␲応⟅を
行った。㐨ෆの関ಀ機関より多くのཧຍがあり、発⏕がษ㏕しているᆅ震津波に対する復ᪧ復興の㔜せᛶをㄆ㆑す
るとと䜒に、ま䛱䛵くりཬ䜃⏕活ᨭ᥼における制度・施⟇や、ᇶ♏自἞体における各✀取り組み≧ἣについて、情報共
᭷をᅗることがฟ᮶た）、ཧຍ人数（119ྡ）

ྜィ（䚷1䚷）件
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䐟

教ᤵ

䖂 中ᮧဴஓ

䚽 ቑ⏣⪽

䚽 ᑠ㔝 ⿱一

䚽 ᰘᒣ᫂ᐶ

୸ᒣᩔྐ

ᒣᕝ඘ኵ

㝖本⌮ྐ

Steven Lloyd

700,000෇

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2021年7月3日、シ䞁䝫ジ䜴ム、国ෆ、研究者ཬ䜃社会人、みや䛞䝪イス2021、テーブルEཎ発事ᨾと社会的ศ᩿「東日本大震災から 10䠇

1 年┠を㏄えて、 ⚾た䛱はఱをㄒることができるのか䠛」、ᴫせ：⿕災ᆅの≧ἣや東日本大震災後の⤒㦂と防災対⟇な䛹を᳨ウしたうえ

で、震災10年後の課題を᫂☜にし、今後の⚟ᓥの復興に対してᥦゝを行った。50人⛬度

2021年11月6日、シ䞁䝫ジ䜴ム、国ෆ、社会人、ⴱ㣭༊⛅のබ㛤ㅮᗙ「ཎᏊຊ発㟁所ཬ䜃核෌ฎ⌮ᕤሙからᨺὶされるởᰁỈၥ題と࿘㎶

⁺業へ䜒たらすᙳ㡪」、フ䝷䞁スの䝷・アー䜾、イ䜼リスの䝉䝷フィールド、⚟ᓥ等、世界中でALPSฎ⌮Ỉがᨺὶされている≧ἣやトリ䝏䜴ム

Ỉとはఱなのか、な䛬ၥ題となっているのか、ᨺὶ後、⁺業⿕害がཬ䜆のか、報告した、60人⛬度

2022年2月16日、シ䞁䝫ジ䜴ム、国ෆ、研究者ཬ䜃社会人、国❧大学༠会 ௧࿴3年度防災・日本෌⏕シ䞁䝫ジ䜴ム、震災10年を㏄えた東

໭⿕災ᆅの㎰ᯘỈ⏘業の㢼ホ⿕害ඞ᭹に関するᕷẸホ価、30人⛬度

ྜィ（ 3 ）件

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

䚷ま䛪᪤にฟ∧された成果から、⚟ᓥの᳃ᯘ㝖ᰁがᚲせな⌮⏤としては᳃ᯘを㝖ᰁしないとᏳᚰしてᬽら䛫ない䠈᳃ᯘから㏆い㎰ᆅで᱂
ᇵされた㎰⏘≀にᨺᑕᛶ≀㉁がධっているか䜒しれない䠈㔛ᒣを㝖ᰁしないとྂ㔛にᡠれない等の⌮⏤が多かった。᳃ᯘアリアA䡚Cの㝖
ᰁについては䠈⚟ᓥ以እのఫẸは㝖ᰁにྰᐃ的であり䠈ཎᮌシイ䝍䜿᱂ᇵの෌㛤とᒣⅆ事防Ṇにかかる⿵助㔠を㏣ຍすることに䜒ྰᐃ的
であった。≉に東ி㒔Ẹはྰᐃ的であり䠈ཎ発⿕災ᆅから㞳れる䜋䛹䠈᳃ᯘの㝖ᰁや⿵助㔠に関ᚰがなくなった。
䚷➨2に「⚟ᓥの᳃ᯘ㝖ᰁཬ䜃ALPSฎ⌮ỈのᾏὒᨺὶとỈ⏘≀の㢼ホ⿕害に関する調査」⤖果から䐟⌧ᅾはALPSฎ⌮Ỉをᨺὶしてい
ないため、ᐑᇛ・⚟ᓥ┴ἈのỈ⏘≀の㉎ධᚿྥは㧗いが、䐠ᨺὶ後は୧┴Ἀ⏘の㉎ධᚿྥはపୗし、୧┴の㉎ධᚿྥは䜋と䜣䛹ኚ䜟ら
ない䝺䝧ルになること、䐡1㒔4┴のఫẸが期ᚅする㢼ホ⿕害対⟇として᭱䜒期ᚅされるのは、国際的な➨୕者ㄆド機関による┘どである

こと、䐡㈙取ᇶ㔠制度を創ฟして䜒一ᐃ数の㢼ホ⿕害はṧるが、1㒔4┴のఫẸは国が⟶⌮して㨶௓㢮をὶ㏻することをᮃ䜐ことな䛹の⤖
果が得られた。
䚷➨3に、⚟ᓥ┴ෆにおける䝞イ䜸䝬ス発㟁に関する調査⤖果から、䐟⚟ᓥ┴Ẹは┴ෆの᳃ᯘⲨᗫについてពእと知らないこと、䐠᳃ᯘの
間ఆが㝖ᰁに⧅がることの᳨ドと⌮ゎを㧗めるᚲせがあること、䐡䝞イ䜸䝬ス発㟁やኴ㝧ග等の෌⏕ྍ⬟䜶ネル䜼ーの組みྜ䜟䛫を᳨ウ
するᚲせがあること、䐢⏘業ᗫᲠ≀にྵまれるᮌ㉁䝞イ䜸䝬スの฼用はᐶᐜであること、䐣┴Ẹは䝲シẆや⡿国⏘ᮌ㉁䝞イ䜸䝬スを⇞ᩱ
に使うより䝩ワイト䝨䝺ットの฼用をᮃ䜐こと等が᫂らかにされた。
䚷➨4に、⚟ᓥ┴ෆにおける᳃ᯘ⟶⌮に関する調査⤖果から、䐟⚟ᓥ┴Ẹは┴が実施しているᨺᑕᛶ≀㉁の᳨査体制をಙ㢗している者が
多いことや、䐠ཎᮌと⳦ᗋシイ䝍䜿の㉎ධᚿྥは䜋と䜣䛹ኚ䜟らないためཎᮌシイ䝍䜿の෌㛤が期ᚅされること、䐡┴Ẹの㣗に関する㉎ධ
ᚿྥは、全国にẚしてᏳ全ᚿྥが㧗いため、今後䜒Ᏻ全ᛶは㔜どされる䜉きであること等が᫂らかにされた。

成果として発表したㄽᩥ

中ᮧ ဴஓ・୸ᒣ ᩔྐ・ቑ⏣ ⪽、⚟ᓥのᯘ業෌⏕と᳃ᯘ⟶⌮䠈ཎᮌシイ䝍䜿᱂ᇵ෌㛤に関するఫẸホ価䠉1 㒔 4 ┴における Web 調査か

らの᥋㏆䠉、東日本大震災復興研究䊥 東日本大震災からの⏘業෌⏕とᆅ域⤒῭・社会の展ᮃ10年の「震災復興」のṌみは、⿕災ᆅ域に

ఱをṧしたのか、➨8❶、2022年、査ㄞ↓、国ෆ

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 1 ）⦅

本研究では東日本大震災から10年を㏄える⿕災ᆅで「㎰ᯘỈ⏘業の復興ィ⏬がዴఱに⟇ᐃ䡡実施され、それにᚑう㢼ホ⿕害のඞ᭹⟇が

䛹のような成果をあげたのか」を᳨ドするため⌧ᆅ⪺き取り調査を実施したୖでWebア䞁䜿ートを設ィした。そして調査会社のᾘ㈝者䝟ネ
ルに対して調査⚊を㓄ಙし㞟ィした䝕ー䝍による⤫ィศᯒから㢼ホ⿕害構㐀と対応⟇のあり᪉のゎ᫂をヨみた。

東໭大学大学㝔⤒῭学研究科ʙ災害科学国際研究所

東໭大学災害科学国際研究所

東໭大学災害科学国際研究所

༓ⴥ大学大学㝔ᅬⱁ学研究科

⚟ᓥ大学

大㜰ᕷ❧大学大学㝔⤒Ⴀ学研究科

共ᰤ大学国際⤒Ⴀ学㒊

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

共ᰤ大学国際⤒Ⴀ学㒊

⅏ᐖ䜰䞊䜹䜲䝤Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
震災10年を㏄える東໭⿕災ᆅの㎰Ỉ⏘業の㢼ホ⿕害ඞ᭹に
関するᕷẸホ価

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ 中ᮧဴஓ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 共ᰤ大学国際⤒Ⴀ学㒊

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ
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䐟

ᐈဨ教ᤵ

䖂 ▼Ώ ᖿኵ

䚽 బ䚻ᮌ 大㍜

䚽 ᑠ㔝 ⿱一

஭䝜ෆ ⥡⳹

700,000෇

災害科学国際研究所

災害科学国際研究所

東ி大学᪂領域創成科学研究科

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

災害⤫ィ䝕ー䝍を活用し䠈災害のつᶍ・≉ᚩ等が防災ᢞ㈨に与えるイ䞁䝟クトを᫂らかにする䠊災害✀はỈ害を᝿ᐃ
しており䠈἞Ỉᢞ㈨㢠・⿕害㍍減ຠ果のᑗ᮶ண ᡭἲを㛤発するとと䜒に䠈ᢞ㈨㈨㔠を☜ಖするための施⟇につい
てᨻ⟇ᥦゝを行う䠊本研究は䠈防災ᢞ㈨のᨻ⟇ཬ䜃国際᥼助᪉㔪の⟇ᐃに貢献する実践的な研究である䠊

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

本研究の成果等について取りまとめた学術ᅗ᭩（Financing Investment in Disaster Risk Reduction and Climate

Change Adaptation-Asian Perspectives）が㏆日中にSpringer Nature社からබหணᐃである䠊

https://www.springer.com/book/9789811929236

ᙜヱ成果については䠈各国の防災ᢞ㈨にಀるᨻ⟇の❧᱌や䠈᥼助機関の἞Ỉ・防災ศ㔝へのアプロー䝏⟇ᐃにお
けるᇶ本的かつ㔜せな情報のᥦ౪に大きく貢献する䜒のであるとᛮᩱされる䠊

ᅗ表

東ி大学᪂領域創成科学研究科

⅏ᐖ䜰䞊䜹䜲䝤Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ ἞Ỉᢞ㈨㢠と⿕害㍍減ຠ果のᑗ᮶ண における᪂展㛤
研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ▼Ώᖿኵ ⫋ ྡ

所 ᒓ 機 関 等 東ி大学 ᪂領域創成科学研究科

研究組⧊（◎研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

Source:�Ishiwatari and�Sasaki�(in�press)
Issues to be resolved toward financing investment in DRR and CCA
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Sources:�Ishiwatari and�Sasaki�(in�press),�Ishiwatari and�Sasaki�(2020),�Rozenberg and�Fay�(2019),
UNEP�(2021),�Fujikura�(in�press)

Estimated annual needs for flood protection in Asia and CCA in the world. Dark color circles 
indicate lower estimates and light circles higher estimates. Numbers are billions of USD.
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成果として発表したㄽᩥ

Ishiwatari, M., & Sasaki, D. (2021). Investing in flood protection in Asia: An empirical study focusing on the
relationship between investment and damage. Progress in Disaster Science, 12, 100197. doi:
10.1016/j.pdisas.2021.100197

Ishiwatari, M., & Sasaki, D. (2022). Disaster Risk Reduction Funding: Investment Cycle for Flood Protection in Japan. 
International Journal of Environmental Research and Public Health , 19 (6), 3346. doi: 10.3390/ijerph19063346 [IF
3.390]

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 2 ）⦅

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2021年10月19日䠈බ㛤䜴ェ䝡䝘ー䠈国際䠈一⯡ྥけ䠈ྡ⛠：䛆「国際防災の日」グᛕ䛇「防災の⌧ᅾᆅとこれから：

SDGs・Ẽೃኚືのど点と日本のリー䝎ーシップ」䠈බ┈㈈ᅋἲ人日本国際ၥ題研究所・国連ᗈ報䝉䞁䝍ー・UNDRR
㥔日事ົ所・እົ┬が共ദする䜴ェ䝡䝘ーに研究௦表者（▼Ώᖿኵ）が䝟ネリストとしてཧຍした。
（https://www.jiia.or.jp/eventreport/20211019-international_day_for_disaster_reduction.html ）

2022年3月30日䠈䜸䞁䝷イ䞁䝉䝭䝘ー䠈国ෆ䠈一⯡ྥけ䠈ྡ⛠：「防災ᢞ㈨：な䛬世界は事前防災にカネを使䜟ないの
か䠛」䠈බ┈㈈ᅋἲ人日本䜾ロー䝞ル・イ䞁フ䝷スト䝷ク䝏䝱ー研究㈈ᅋが㛤ദする䜸䞁䝷イ䞁䝉䝭䝘ーに災害研ᢸᙜ
教ဨ（బ䚻ᮌ大㍜）がㅮᖌとしてᣍ⪸された。
（https://gif.or.jp/seminar_youtube/disaster-reduction-investment/ ）

ྜィ（ 2 ）件
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䐟

教ᤵ

䖂 ຍ⸨ஂ⨾

䚽 䝴リア・䝀ルス䝍

ᰘᒣ᫂ᐶ

䜶リ䝄䝧ス・䝬リ 災害科学国際研究所

ᑠụṊᚿ

サイ䝰䞁・ワー䞁

ア䝎ム・ドーリ䞁䜾

595,000෇

Kato, K. (In press). Traditional ecological knowledge for regenerative tourism. In Butler, R., Carr, A. (eds). Handbook 
of tourism and indigenous knowledge .  Routledge.

Gerster J., Penmellen Boret S., Shibayama A., (2021) Out of the Dark: The Challenges of

Branding Post-Disaster Tourism Ten Years after the Great East Japan Earthquake. EATSJ -

Euro-Asia Tourism Studies Journa l, Vol. 2, Issue: November 2021.

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 3 ）⦅

Doering, A., & Kato, K. (2021). In search of light: ecohumanities, tourism and Fukushima’s post-disaster resurgence. 

In Higgins-Desbiolles, F., Doering, A., & Bigby, B.C. (Eds). Socialising tourism. Rethinking tourism for social and 

ecological justice. Routledge, Chapter 10, pp. 175-194.

災害科学国際研究所

災害科学国際研究所

東໭大学㧗度教㣴教育

Stripey Dog Productions

࿴ḷᒣ大学ほග学㒊

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月11日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

「ᆅ域のගをほる」ほගは、今日ᣢ⥆ྍ⬟なᆅ域䛵くりにおけるᙺ๭が大きい。ほගはᆅ域のストーリーやアイ䝕䞁
ティティを≉ᐃ・ᐃ⩏し、ᙉ化する、他者に発ಙする、⥅ᢎする、な䛹のᙺ๭を㈇う。本事業では、日䚻の⏕活にある
共⏕知を復興のຊ䠙ගとし、ཎᏊຊ災害⿕災ᆅ域（大⇃⏫、ᐩᒸ⏫、ᾉỤ⏫、༡┦㤿）の「ග」を、ᫎീをྵ䜐多様
な表⌧᪉ἲにてᤊえることをフィールドワーク䜒㏻䛨てヨみた。ㄒり、展♧、イ䞁䝍ープリテーシ䝵䞁（䝒アーྵ䜐）、グ㘓
෗┿をྵ䜣䛰。グ㘓はアーカイブとして価値ある䜒のになることを┠ᣦした。国ෆእのほග研究者による「復興䠇ほ
ග」フ䜷ー䝷ムをィ⏬したが、䝁ロ䝘⚝のつ制のため今期実⌧できなかった。⌧ᆅとは⥅⥆して༠ຊ体制を⥔ᣢし、復
興㐣⛬におけるほගのᙺ๭を᳨ウしていく。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

䠆フィールドワーク：大⇃、ᐩᒸ、ᾉỤ⏫、༡┦㤿をゼれ、「ㄒり⥅䛠」ことに䝒ーリ䝈ムは䛹のように貢献できるのかを、
ㄒり㒊、展♧（ఏᢎ㤋・震災㑇構な䛹）、グ㘓᧜ᙳ、イ䞁䝍ープリテーシ䝵䞁（ᆅ域䝒アーな䛹）を㏻䛨て᳨ウした。ᐩᒸ
ㄒり人、༡┦㤿⸛ᰁWSを㏻䛨て、ㄒり⥅䛠ことࠥ≉に自然やఏ⤫（ఏᢎ知）を㔜どしᆅ域・ᅵᆅとのつながりをᅇ復し
ていくことにዪᛶが中ᚰ的なᙺ๭を果たしていることが見られ、より῝く研究す䜉き点䛰とឤ䛨る。䠆グ㘓෗┿：大⇃⏫
を中ᚰに、ᐩᒸ、ᾉỤ⏫のグ㘓෗┿を᧜ᙳ、大⇃⏫஺ὶ会㤋「䜋っと大⇃」 （2022.3.8䡚4.8）にて展♧を行った。同

グ㘓はኚ䜟り䜖く㢼ᬒの中で人とᅵᆅの⧅がりをᤊえることを୺᪨とした。ᐩᒸ⏫㐂人㤋（2021.8）にて䜒大㜰大学研
ಟにて展♧し、学⏕と㆟ㄽのሙを設けた。本グ㘓については今後、┦㤿（᪂ᆅ⏫ᾏ㔮防災⥳ᆅබᅬ）、༡┦㤿（༡┦
㤿ᕷ中ኸᅗ᭩㤋）、࿴ḷᒣᕷ、ᶓ὾ᕷな䛹で展♧の⏦しධれがあるため、日⛬調整を行っている（い䛪れの展♧にて
䜒本研究助成を᫂グする）（ῧ௜㈨ᩱ：ᫎീグ㘓）

成果として発表したㄽᩥ

࿴ḷᒣ大学ほග学㒊

⅏ᐖ䜰䞊䜹䜲䝤Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
共⏕知によるཎᏊຊ災害後のᣢ⥆ྍ⬟なᆅ域䛵くり：「ගをほ
る」ほගのど点から

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ຍ⸨ஂ⨾ ⫋ ྡ

所 ᒓ 機 関 等 ࿴ḷᒣ大学

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

64



䐟

教ᤵ

䖂 ⏣中䚷⪽

䚽 బ⸨ ⩧㍜

㔜ᕝ ᕼᚿ౫

㜿㒊 㑳⏨

631�000෇

成果として発表したㄽᩥ

Ἑ本 ᑜᏊ䠈Ᏻ஭ ᣅဢ䠈㔜ᕝ ᕼᚿ౫�防災ព㆑と᪂ᆺ䝁ロ䝘䜴イルスへの༴機ឤの関連ᛶに関する一⪃ᐹ� ᆅ域Ᏻ全学会

᱾ᴫ㞟、1R�50、2022年、༳ๅ中、査ㄞ↓、国ෆ

（᭩⡠）7HDP 6HQGDL・㔜ᕝᕼᚿ౫・⏣中⪽・௝ྎᕷま䛱䛵くりᨻ⟇ᒁ防災⎔ቃ㒔ᕷ・震災復興ᐊ䠈災害䜶ス䝜䜾䝷フィーシ

リー䝈 30 東日本大震災 ௝ྎᕷ⫋ဨの災害対応⦅ ௝ྎᕷ東㒊ἢᓊᆅ域の㞟ᅋ⛣㌿䜾ループ䝠アリ䞁䜾䠈,6%1：978�4�
908792�28�1䠈2022年3月䠊

（᭩⡠）7HDP 6HQGDL・㔜ᕝᕼᚿ౫・⏣中⪽・௝ྎᕷま䛱䛵くりᨻ⟇ᒁ防災⎔ቃ㒔ᕷ・震災復興ᐊ䠈災害䜶ス䝜䜾䝷フィーシ

リー䝈 31 東日本大震災 ௝ྎᕷ⫋ဨの災害対応⦅ Ꮿᆅ復ᪧ䜾ループ䝠アリ䞁䜾䠈,6%1：978�4�908792�29�8䠈2022年3
月䠊

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（3（᭩⡠ྵ䜐））⦅

東໭大学災害科学国際研究所

ᖖⴥ大学大学㝔⎔ቃ防災研究科

ᖖⴥ大学大学㝔⎔ቃ防災研究科

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

本研究では、2019年から2020年度にかけて発⏕した災害について、自἞体の対応の災害䜶ス䝜䜾䝷フィー調査を実施し、

そのアーカイブ化をすすめるとと䜒に、&29,'�19⶝ᘏ前後での災害対応事౛のẚ㍑を㏻してその≉ᚩを同ᐃし、䝫スト䝁
ロ䝘時௦における自἞体の災害対応のあり᪉について᳨ウする。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

1）2021年2月に発⏕した⚟ᓥ┴Ἀᆅ震におけるர⌮⏫の災害対応について䜶ス䝜䜾䝷フィー調査を実施した。

2）東日本大震災にಀる௝ྎᕷ䜺スᒁの対応、Ꮿᆅ復ᪧ、防災㞟ᅋ⛣㌿業ົについてアーカイブス෉Ꮚをస成した。

3）2021年7月の大㞵において、㑊難ᣦ♧や⥭ᛴᏳ全☜ಖが発௧された㟼ᒸ┴἟津ᕷのఫẸを対㇟として、&29,'�19⚝
における防災ព㆑について調査をおこなった

ᅗ表

ᖖⴥ大学大学㝔⎔ቃ防災研究科

⅏ᐖ䜰䞊䜹䜲䝤Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
&29,'�19⚝における自἞体の災害対応に関する実ド的研
究

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ⏣中䚷⪽ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ᖖⴥ大学大学㝔⎔ቃ防災研究科

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ
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䐢

教ᤵ

䖂 ⲡⱉᩄኵ

䚽 ᐃụ♸Ꮨ

బ⸨ ೺
᳃䚷ኴ㑻

525�000෇

㔲㊰ᕤ業㧗等ᑓ㛛学ᰯ

㜵⅏ேᮦ⫱ᡂᏛ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
ఫẸ୺体のᆅ域アーカイブサイトస成活ືを㏻䛨た防災教育
プロ䜾䝷ムの㛤発

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ⲡⱉᩄኵ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 㔲㊰ᕤ業㧗等ᑓ㛛学ᰯ

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

東໭大学災害科学国際研究所

東໭大学災害科学国際研究所

໭ᾏ㐨大学

期䚷間 ௧࿴3年 6月1日䡚௧࿴4年 3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

本研究では、ᆅ域ఫẸによるᣢ⥆ྍ⬟なᆅ域の防災情報⵳✚の教育プロ䜾䝷ムを㏻䛨た防災教育の᭷ຠᛶを᥈る
ため、ま䛱Ṍきや㈨ᩱ཰㞟な䛹によって得た情報の䝕ジ䝍ルアーカイブ化と発ಙを行うという連⥆ワークシ䝵ップ（:6）
を実施し、䜴䡰ブサイトを㏻した発ಙに⮳る知㆑とᢏ術を⩦得する㐣⛬が防災教育や人材育成にཬ䜌すຠ果を᳨ド
する。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

今年度はୖグワークシ䝵ップを2ᅇ実施するணᐃでいたが᪂ᆺ䝁ロ䝘䜴ィルスのᙳ㡪により᩿ᛕし、⏫ෆ会と調整の
ୖ、これまでの取り組みにより得られた情報を┒り込䜣䛰防災䝟䞁フ䝺ット（Ỉ害⦅）をస成することとした（ୗᅗ）。ᆅ
域に₯䜐災害の༴㝤ᛶと日㡭の備え、㑊難ሙ所や㐣ཤの⿕害≧ἣな䛹をグ㍕しており、今後⏫ෆ会各世ᖏと㧗◁
ᑠ学ᰯのඣ❺・教⫋ဨへの㓄ᕸを行う。また、ᆅ域の䜻ー䝟ーソ䞁の༠ຊを得ながら、㐣ཤのỈ害෗┿に≧ἣㄝ᫂
な䛹の情報を௜ຍし、䝕ー䝍䝧ース化を進めた。

ᅗ表
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䐟

助ᡭ

䖂 ᑠ㔝ሯ⯟一

䚽 ⼎ྡ⿱一

588�000෇

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 1 ）⦅

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2021年10月25日、後᥼会、国ෆ、学⏕（㧗ᰯ⏕）対㇟、රᗜ┴❧ᚚᙳ㧗等学ᰯ「3年⥲ྜ的な᥈究の時間」、科┠のᯟにと

ら䜟れないᶓ᩿的な学⩦を㏻䛨て、ᖜᗈく㇏かな教㣴を㌟につけることを≺いとしたリ䝺ーㅮ⩏ᤵ業、⣙20ྡ

ྜィ（ 1 ）件

ᑠ㔝ሯ⯟一・ྜྷཎ大ᚿ、Ṕྐ㈨ᩱネットワーク（ྐᩱネット䚾⚄ᡞྐᩱネット䚿、ኳ㔝┿ᚿ・後⸨┿⦅䛄ᆅ域Ṕྐᩥ化⥅ᢎ䜺イ
ドブック䛅、ᩥ学㏻ಙ、2021年、SS�190�194、査ㄞ↓、౫㢗ཎ✏、国ෆ）

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

本研究は、⚄ᡞ大学と東໭大学を中ᚰにᇵってきたṔྐ㈨ᩱಖ全のᡭἲをᇶ┙として、୧者の連ᦠによる㏆年のᆅ震・津
波・㇦㞵災害で⿕災したṔྐ㈨ᩱの᪂たなಖᏑと活用ᡭἲの㛤発・ᬑཬをおこなう。また、これまでᅔ難䛰った大ุの⤮ᅗ
やᣅ本ྐᩱといった大ᆺ㈨ᩱのಖ全・活用ᢏ術を㛤発・⥅ᢎしていく。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

これまで研究௦表者は、ᕷẸ䝪䝷䞁ティアの༠ຊと㈗研究所の共同研究助成をཷけながら東日本大震災で津波⿕災した
ᒾᡭ┴大⯪Ώᕷ㉥ᓮ⏫బ䚻ᮌᐙ所ⶶの㏆⌧௦ྐᩱのಖ全స業を進めてきた（「ᒾᡭ┴ἢᓊ㒊における災害ྐᩱの整⌮・
アーカイブと災害研究 」・「⿕災ᆅ間連ᦠによるṔྐ・災害㈨ᩱのಖᏑ・活用ᢏ術のẚ㍑᳨ウと共᭷」）。本研究助成によっ
て、ᡭᣢ䛱の᧜ᙳ機材では᧜ᙳᅔ難でこれまでᡭつか䛪となっていたᆅᅗな䛹大ᆺྐᩱの䝕ジ䝍ルアーカイブ化を進め
ることができた。また、㈗研究所や本研究助成での取り組みを、ୖグのಖ全స業のཧຍ者を㏻䛨て自἞体のᩥ化㈈ᢸᙜ者
にᗈめた⤖果、୹波⠛ᒣᕷ㟷ᒣṔྐᮧ所ⶶの大ุ⤮ᅗについて、㧗⢭⣽ス䜻䝱䞁を฼用して䝕ジ䝍ル・アーカイブ化を進
めることができた。この⤮ᅗྐᩱは⦅⧩中の䛄୹波⠛ᒣᕷྐ䛅で活用されるணᐃであり、Ṕྐ㈨ᩱをಖ全・活用をᆅ域間連
ᦠによって進めていく一つの䝰䝕ルをᥦ♧することができた。

ᅗ表

災害研における㧗⢭⣽ス䜻䝱䞁による᧜ᙳ 「ኳಖඵ㓀年᯽ཎ⸬䢒䢔ᕪฟし䝙┦成ೃ෗」

成果として発表したㄽᩥ

⚄ᡞ大学大学㝔人ᩥ学研究科

⅏ᐖ䜰䞊䜹䜲䝤Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
ᆅ域間連ᦠによる災害⿕災ྐᩱのಖ全・アーカイブ化の
研究

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ᑠ㔝ሯ⯟一 ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ⚄ᡞ大学大学㝔人ᩥ学研究科

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ
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䐟

ㅮᖌ

䖂 ᮡᏳ ࿴ஓ

䚽 ᮧᑿ ಟ
ᰘᒣ ᫂ᐶ

⚟␃ 邦ὒ

ᯇ本 行┿

㧗ᶫ ⚽ᖾ

୹㔝 ῟

 598�000෇

ᅗ1 ⚟ᓥ┴い䜟きᕷⷧ☾ᆅ༊での

䚷䚷Ᏻྰ☜ㄆ訓⦎の様Ꮚ

ᅗ2 ᒾᡭ┴ᐑྂᕷ⏣⪁ᆅ༊での
ኪ間㑊難訓⦎の様Ꮚ

災害科学国際研究所

災害科学国際研究所

ᒾᡭ大学 ᆅ域防災研究䝉䞁䝍ー

㏆␥大学 ⥲ྜ社会学㒊 ⥲ྜ社会学科

東໭学㝔大学 教㣴学㒊 情報学科

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

⚟ᓥᕤ業㧗等ᑓ㛛学ᰯ 㒔ᕷシステムᕤ学科

研究のᴫせ

本研究では、東日本ྎ㢼の東໭3┴⿕災自἞体にて災害ึື対応᳨ド・復興ィ⏬⟇ᐃ・防災訓⦎ᨭ᥼等にཧ与し
た研究者らを中ᚰに、東日本大震災から䝁ロ䝘⚝までの㏆年の災害知見にᇶ䛵いて実施された㑊難訓⦎、㑊難所
㐠Ⴀ訓⦎等の各✀防災訓⦎事౛を他ᆅ域の防災関ಀ実ົ者がཧ⪃としうるアーカイブのᅾり᪉を᳨ウしていく。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

（1）東໭ᆅ᪉での東日本ྎ㢼、⚟ᓥ┴Ἀᆅ震、䝁ロ䝘 等で㑊難行ືにおける各✀の教訓を཰㞟することができ
た。
（2）㑊難訓⦎、㑊難所㐠Ⴀ訓⦎等の各✀防災訓⦎のໟᣓ的アーカイブ構築のためのᇶ♏䝕ー䝍を取得することがで
きた。
（3）本研究プロジェクトの㐣⛬で得た教訓をඖに、ᆅ域の自἞会・132ἲ人等と連ᦠした㑊難訓⦎を௻⏬・㐠Ⴀした。
これにより、東໭各ᆅのᆅ༊防災ຊྥୖの一助となることに寄与した。

ᅗ表

ᒾᡭ┴❧大学 ⥲ྜᨻ⟇学㒊

⅏ᐖ䜰䞊䜹䜲䝤Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
௧࿴ඖ年東日本ྎ㢼・䝁ロ䝘⚝等の㏆年の災害知見にᇶ䛵く
㑊難訓⦎事౛アーカイブ構築に関する研究

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ᮡᏳ ࿴ஓ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ᒾᡭ┴❧大学 ⥲ྜᨻ⟇学㒊

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ
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成果として発表したㄽᩥ

ᮡᏳ࿴ஓ� ឤᰁ⑕ᣑ大ୗでのᏳྰ☜ㄆに≉化した㑊難訓⦎の取り組み� 東໭ᆅ域災害科学研究� 9RO�58� SS�133�
136� 2022� 査ㄞ↓

ᮡᏳ࿴ஓ� Ᏹబ⨾ㄔྐ䠈大Წ⚽一� ᒾᡭ┴ᐑྂᕷ⏣⪁ᆅ༊におけるኪ間㑊難訓⦎の取り組み 䠉132ἲ人による㑊

難訓⦎௻⏬のྍ⬟ᛶ䠉� ᆅ域Ᏻ全学会᱾ᴫ㞟� 1R�50� SS�223�224� 2022� 査ㄞ↓

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（䚷2䚷）⦅

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

௧࿴3年7月21日� 研究会� 国ෆ� ᙜヱ共同研究ཧຍ䝯䞁䝞ー� 䜻ック䜸フ研究会� 東໭3┴およ䜃他ᆅ域での東日本

ྎ㢼およ䜃䝁ロ䝘⚝での災害知見を共᭷� 7ྡ

௧࿴3年11月5�6日� シ䞁䝫ジ䜴ム䠇展♧会� 国ෆ� ᆅ᪉自἞体・ᆅ域ఫẸ他� 䜌うさいこくたい2021� 他ᆅ域のᆅ༊防

災の取り組み⤂௓と㑊難訓⦎実施༠ຊ組⧊の່ㄏ� 200ྡ

ྜィ（䚷2䚷）件
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䐢

୺௵研究ဨ

䖂 㧗ཎ⪔平

䚽 ᐃụ♸Ꮨ

䝀ルス䝍・䝴リア

ዟᇼள⣖Ꮚ

358,000෇

ྜィ（ 1 ）件

㧗ཎ⪔平, ᐃụ♸Ꮨ, 䝀ルス䝍 䝴リア, ዟᇼள⣖Ꮚ, ᑠ㔝ᑎ㇏, グ᠈とṔྐのあい䛰：震災前をつな䛠「▼ᕳアーカイ

ブ」のᶍ⣴ , ᆅ域Ᏻ全学会᱾ᴫ㞟, 48, 2021, 51-54, 査ㄞ↓し, 国ෆ.

Julia Gerster, Kohei Takahara, Yuki Sadaike, Akiko Okubori, Between debris and memorial: The meaning of disaster-
affected objects for local residents in the recovery process of the Great East Japan Earthquake, the JAWS online series
of Reflections from Tǀhoku, 2021, 査ㄞ᭷り, 国እ.

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 3 ）⦅

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2021年9月19日, 学会大会ศ科会, 国ෆ, 日本災害復興学会ဨ, 日本災害復興学会大会, 「復興による⿕災✵間෌⦅

とグ᠈/≀ㄒの関ಀを᥈る」, ⣙50ྡ

㧗ཎ⪔平, ᐃụ♸Ꮨ, 䝀ルス䝍 䝴リア, ዟᇼள⣖Ꮚ, ᑠ㔝ᑎ㇏, ሙ所と≀ㄒのあい䛰：「▼ᕳアーカイブ」のᆅ域活ືに

おける෗┿の䚾ここ䚿ᛶ, ᆅ域Ᏻ全学会ㄽᩥ㞟, 40, 2022, 査ㄞ᭷り, 国ෆ.

東໭大学災害科学国際研究所

東໭大学災害科学国際研究所

▼ᕳᕷᅾఫ

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

2020年⌧ᅾ䜒、⿕災ᆅにはὶฟしたᐙᒇのᇶ♏㒊な䛹が多くṧᏑしている。これらはỌஂಖᏑされないけれ䛹䜒、他
᪉でᆅ域ఫẸやእ㒊者にฟ᮶事のさま䛦まなグ᠈を࿧䜃㉳こす、い䜟䜀㑇構と⎰♟の中間的なᏑᅾである。こうした
ṧᏑ構㐀≀をグ㘓する᪉ἲを、ዟᑼᓥと▼ᕳᕷでのఫẸཧຍᆺフィールドワークを㏻䛨て㛤発する。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

⿕災ᆅ域において多様な፹体や事≀が「ฟ᮶事のさま䛦まなグ᠈を࿧䜃㉳こす」ことのព࿡を、▼ᕳᕷにおけるⲡの
᰿䝕ジ䝍ルアーカイブ活ືを題材としてศᯒした。その成果をᆅ域Ᏻ全学会ㄽᩥ㞟の査ㄞㄽᩥとしてබหした。
また、災གྷのグ᠈を「ୖᡭにᛮいฟす」ことをテー䝬として日本災害復興学会大会のศ科会を㛤ദし、多くのཧຍ者
との㆟ㄽを㏻䛨てᙜヱテー䝬をᨵめて多ゅ化さ䛫た。

成果として発表したㄽᩥ

䜂䜗う䛤震災グᛕ21世⣖研究機構

㜵⅏ேᮦ⫱ᡂᏛ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
㑇構と⎰♟のあい䛰䠉⛣行期⿕災ᆅにおけるṧᏑ構㐀≀グ
㘓᪉ἲの㛤発䠉

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ 㧗ཎ⪔平 ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 䜂䜗う䛤震災グᛕ21世⣖研究機構

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ
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䐟

≉௵෸教ᤵ

䖂 ኳ㔝 ┿ᚿ

䚽 ᕝෆ ῟ྐ

Ᏻ⏣ ᐜᏊ

434�000෇

2021年11月24日䠋ㅮ₇会・ワークシ䝵ップ䠋国ෆ䠋研究者・学⏕・一⯡䠋ឡ知┴❧大学බ㛤ㅮᗙ「⿕災㈨ᩱの䝺ス
䜻䝳ー᪉ἲを実践的に学䜆」䠋Ỉ⃿れ⿕災㈨ᩱをᩆ῭するための⪃え᪉を䜾ループ䝕ィスカッシ䝵䞁をとおして᳨ウ
し、サ䞁プル㈨ᩱを用いてල体的な᪉ἲとその⪃え᪉を学䜆䠋ཧຍ人数97ྡ

2022年1月8日䠋研究会䠋国ෆ䠋研究者䠋2021年度「ᆅ域Ṕྐ㈨ᩱ⥅ᢎ領域」➨7ᅇ研究会䠋災害対応として㈨ᩱ
ಖᏑを実施するなかで課題となるᑓ㛛ᐙ┦஫ないしᑓ㛛ᐙと䝪䝷䞁ティアとの䝁䝭䝳䝙䜿ーシ䝵䞁のあり᪉を᳨ウ・㆟ㄽ
した䠋ཧຍ人数116ྡ

ྜィ（䚷2䚷）件

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

東໭大学 災害科学国際研究所 Ṕྐᩥ化㑇⏘ಖ全学ศ㔝

Ᏻ⏣ዪᏊ大学 ᩥ学㒊

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

本研究では、津波やỈ害な䛹のᙳ㡪で㛗期ಖᏑにྥけて῝้なリスクをᢪえたṔྐ㈨ᩱを、本᮶の所ᅾᆅでಖᏑ・
⥅ᢎするための᪉ἲㄽをᥦ♧する。カ䝡や⭉ᩋな䛹、㈨ᩱにຍえてಖᏑ⎔ቃや人体に䜒ᙳ㡪がおよ䜆リスクをᢚ制
し、ᆅ域社会を୺体としてᜏᖖ的に活用・⥅ᢎすることがྍ⬟なᢏ術を᳨ウし、その実践とᬑཬをおこなう。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

災害科学国際研究所に一時ಖ⟶された⿕災㈨ᩱ⩌のほᐹおよ䜃クリー䝙䞁䜾実践を⣲材として、ຎ化リスクのᢚ制・
㝖ཤにྥけたᢏ術を᳨ウし、㈨ᩱᩆ῭時における⥭ᛴ対応ἲᬑཬにྥけたワークシ䝵ップ等を㛤ദして、災害発⏕
時におけるᢏ術㑅ᢥの⪃え᪉を発ಙすることができた。

ᅗ表

国❧ṔྐẸ಑༤≀㤋 研究㒊

⅏ᐖ䜰䞊䜹䜲䝤Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ 多様な⎔ቃでのಖᏑを᝿ᐃした⿕災㈨ᩱ⥅ᢎのᢏ術的᳨ウ
研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ኳ㔝┿ᚿ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 国❧ṔྐẸ಑༤≀㤋 研究㒊

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ
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䐢

学㛗・教ᤵ

䖂 ⏣ஂ䚷ᫀḟ㑻

䚽 今ᮧ䚷ᩥᙪ
䚽 ಖ⏣䚷┿⌮

⸕㇂䚷ಇྐ

㔠成䚷᫂⨾

ᑠ✰䚷ஂோ い䜟き▷期大学

ᯘ䚷୔㞝 い䜟き▷期大学

㐲⸨䚷ᓫᗈ 東日本国際大学

㰻⸨䚷⋹

120�000෇

減災⤮本の実ド的なら䜃に⬻科学的研究䠉ಖ育者対㇟のア䞁
䜿ート調査と▷期大学⏕を⿕㦂者とする1,56ศᯒから䠉

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ⏣ஂ䚷ᫀḟ㑻 ⫋ ྡ

㜵⅏ேᮦ⫱ᡂᏛ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

東໭大学災害科学国際研究所

東໭大学災害科学国際研究所

い䜟き▷期大学

東日本国際大学

ᐑᇛ教育大学

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日

所 ᒓ 機 関 等 い䜟き▷期大学䚷⏕ᾭ教育研究所

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

研 究 課 題 ྡ

い䜟き▷期大学

ᅗ表

⤒ ㈝

研究のᴫせ

19年度共同研究により、ᢸᙜ教ဨと学⏕サークルが୺体となりᗂඣྥけ減災⤮本を制సした。20年度は減災⤮本を

用いた⬻科学的機⬟ศᯒ（㏆㉥እศග⿦⨨：1,56）のᇶ♏的研究に取り組䜣でいる。᫖年度は、実㦂プロト䝁ルの見

┤しを行い、⤮本⫈取時と⤮本ᮁㄞ時の཮᪉で1,56を活用した⬻⾑ὶ㔞の ᐃを実施・ศᯒを行った。また、減災
⤮本を献本したᗂ⛶ᅬ・ಖ育所を対㇟に⤮本の使用≧ἣ等についてア䞁䜿ート調査を実施した。なお、ၚᾮア䝭䝷ー
䝊活ᛶの ᐃなら䜃に㤳㒔ᅪ・中ிᅪのᗂඣ教育施設を対㇟とした防災教育の実ែ調査は、&29,'�19のὶ行≧
ἣを㚷み、実施を見㏦った。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

䐟20年度成果については、21年度災害研�共同研究成果報告会にて中間報告を行った（発表者：㐲⸨ᓫᗈ�東日本

国際大学）。䐠ᴫせで䜒ゐれたように、&29,'�19のὶ行ᣑ大のため一㒊研究の実施は見㏦った。䐡19年度に制సし

た防災⤮本を献本したᗂඣ教育施設71ᅬを対㇟に、その使用≧ἣ等を調査する┠的でア䞁䜿ート調査を実施した

（ᅗ1、ᅇ཰⋡：62�9䠂）䐢22年3月19日、災害研（人間・社会対応研究㒊㛛 ㄆ知・実㦂ᐊ）をゼၥし、ᅛᐃᘧなら䜃

に䜴ェ䝷ブルの1,56⿦⨨を用い、学⏕2ྡを対㇟とする⤮本⫈取時と⤮本ㄞみ⪺か䛫時の⬻⾑ὶ㔞を ᐃした（෗

┿1・2）。その⤖果は22年度災害研�共同研究成果報告会にて報告を行うணᐃである。

ʤࣺਇ̏ʁ௎खଈඅंݩʥ

ʤਦ̏ʁΠϱίʖφϓΧʖϜρφʥ ʤࣺਇ̐ʁ࿗ಣଈඅंݩʥ
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シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

・21年9月䡚12月䠋බ㛤ㅮᗙ䠋国ෆ䠋学⏕䠋「ᆅ域防災ィ⏬学䊡」防災ኈ㣴成ㅮᗙ）䠋前グᤵ業を社会人等に䜒㛤

ᨺしているが、2年連⥆でእ㒊㛤ᨺを見㏦った。11月19日に災害研・プロジェクトㅮᖌ ಖ⏣┿⌮ඛ⏕にㅮᖌをົめ

てᡝいた。䠋ཧຍ人数：12ྡ

・22年1月29䡚30日䠋බ㛤ㅮᗙ䠋国ෆ䠋一⯡䠋防災ኈ㣴成ㅮᗙ�社会人を対㇟とした防災ኈ㣴成ㅮᗙを学ෆにて

ึめて実施した。1月30日には災害研・ಖ⏣┿⌮ඛ⏕にㅮᖌをົめてᡝいた。䠋ཧຍ人数：18ྡ

ྜィ（䚷2䚷）件

101



䐟

教ᤵ

䖂 ⏣中成行

䚽 ⼎ྡ⿱一

໭ཎ⣒Ꮚ

⇃㇂ㄔ

549�000円

成果として発表したㄽᩥ

໭ཎ⣒Ꮚ「関東大震災とẸ⾗」⚟ᐙᓫὒ⦅䛄大ṇᛮ᝿ྐ䛅䛱くま᪂᭩、2022年8月ห行ணᐃ

東໭大学災害科学国際研究所

❧命㤋大学Ṕྐ㒔ᕷ防災研究所

ᒾᡭ大学⌮ᕤ学㒊

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

東日本大震災の復興施⟇のཎᆺはすでに80年前の᫛࿴୕㝣津波（1933年）に♧されているとされる見ゎがᘓ築ྐ
関ಀのㄽᩥで♧されているに䜒かか䜟ら䛪、Ṕྐ学ศ㔝では、᫛࿴୕㝣津波については、東໭㎰ᮧをくった᫛࿴ᜍ
ៃのṔྐの中にᇙἐしてしまい、その対⟇実ែが᫂らかにされていない。そこで、᫛࿴୕㝣津波対⟇をᢸった┴ᗇ
㈨ᩱ（ᒾᡭ┴ᗇ⥲ົ課Ọ年ಖᏑᩥ᭩ᐊⶶ）にᇶ䛵くศᯒを行った。その⤖果、▼㯮ⱥᙪᒾᡭ┴知事（1884年䡚1945
年）の津波対⟇を᳨ドし、┴の対⟇をཷけṆめ、ᮧẸの䝁䝭䝳䝙ティーをᏲる䜉く、┴䝺䝧ルではணᐃされていなかっ
た防ᾉሐの構築を成し㐙げたୗ㛢ఀ㒆⏣⪁ᮧᮧ㛗の関ཱྀᯇኴ㑻のືྥをే䛫て᫂らかにすることができた。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

᫛࿴୕㝣津波について、▼㯮知事は復興⟇を⇕ᮃするが、ᨻᗓは「復ᪧ」⟇としての㈨㔠をㄆめるに㐣䛞なかった䜒
のの、ᙜ時の㎰ᮧᜍៃに対する時ᒁ໷ᩆ事業を活用して、୙༑ศながら、事実ୖの復興⟇が展㛤された。ᒾᡭ┴の
4㒆の⿕災⏫ᮧ36か⏫ᮧでは、ཎ๎として、津波によるఫᏯのὶฟᆅな䛹にはఫᏯの෌ᘓをㄆめ䛪、Ꮿᆅ⛣㌿の᪉
㔪を᥇り、ఫᏯ㈨㔠は⏘業組ྜἲのᨵṇを行い、ఫᏯ組ྜによるಶ人㈨㔠の㈚与を行い、ఫᏯᘓ設を促した。これら
の点からして䜒、᫛࿴୕㝣津波での対⟇は、東日本大震災の復興⟇にඛ行する事౛であることはṔ然としている。そ
の実際の㐣⛬を᳨ドすることがฟ᮶た。

ᅗ表

ᒾᡭ大学教育学㒊

⅏ᐖ䜰䞊䜹䜲䝤Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
大つᶍ災害における⏕命をめ䛠る対応の事౛཰㞟およ䜃教
訓の防災教育への活用のศᯒ

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ⏣中成行 ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ᒾᡭ大学教育学㒊

研究組⧊（◎ 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

63



䐢

ㅮᖌ

䖂 ᯘ⏣⏤㑣

䚽 బ⸨೺

ᡞ⏣ⰾ㞝

ᑠ⏣㝯ྐ

ᮧᒸኴ

 611,000 ෇

ᐑᇛ教育大学

㜵⅏ேᮦ⫱ᡂᏛ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」を活用した学ᰯの㑊難訓⦎ホ価の
᭷用ᛶの᳨ド

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ᯘ⏣䚷⏤㑣 ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ᐑᇛ教育大学䚷防災教育研ಟ機構

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

災害科学国際研究所

学ᰯᏳ全教育研究所

ᐑᇛ教育大学

ர⌮⏫❧㐂㝰ᑠ学ᰯ

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

本研究は、「㑊難訓⦎䝏ェックリスト（本研究組⧊を中ᚰに᫖年度㛤発した学ᰯの㑊難訓⦎のホ価ᣦᶆ）」を用いたಖ
ㆤ者・ᆅ域ఫẸによる㑊難訓⦎ホ価を実施し、学ᰯ・ᐙᗞ・ᆅ域の連ᦠ・༠ാによる学ᰯ防災を推進する実践として
の「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」の᭷用ᛶを᫂らかにする䜒のである。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

本研究において、ಖㆤ者による「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」を活用した㑊難訓⦎ホ価の実践およ䜃、ಖㆤ者等のព見
を䜅まえた「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」のᨵゞを行った。年間を㏻してἢᓊ㒊のᑠ学ᰯにて行った「㑊難訓⦎䝏ェックリス
ト」を活用したಖㆤ者・ᆅ域ఫẸ等による㑊難訓⦎ホ価の実践では、䕔Ꮚ䛹䜒た䛱䜒教⫋ဨ䜒、⥭ᙇឤを䜒って㑊難訓
⦎に⮫䜐ことができるようになった。䕔学ᰯとᆅ域ఫẸ等の間で共㏻のヰ題ができ、ᬑẁから防災についてヰしྜうよ
うになった。䕔ホ価者同ኈのᶓの⧅がりができ、㑊難訓⦎に㝈ら䛪ᆅ域に関する事᯶全⯡について䜒、Ᏻ全ጤဨ会
のሙを活用し、✚ᴟ的にព見஺᥮が行䜟れるようになった。䕔ᰯෆ組⧊䛰けでなく、ᆅ域のことをよく知るᆅ域ఫẸや
ᑓ㛛ᐙ等と課題について༠㆟をすることができるので、ᆅ域の実情を䜅まえた、より実践的な᪉⟇を᳨ウすることがで
きるようになった。䕔㑊難訓⦎以እの学⩦について䜒、ᆅ域ఫẸが༠ຊしてく䛰さるようになった。等の教⫋ဨからの
ព見を䝠アリ䞁䜾した。またಖㆤ者等からは、䖃㠀ᖖにⰋいとᛮいます。⣽かい点まで䝏ェックリストにのっているので
様䚻な所を見㏻しできるとᛮいました。䖃ᬑẁみる事のできない訓⦎を見られ、一⥴にいない時の災害時䛹こまで学
ᰯഃでされているのかを見られᏳᚰできました。䖃ᐙ᪘の᪉が訓⦎を見学することは、自ศのẼの䜂きしめに䜒つな
がるので、ཧຍฟ᮶たことはⰋかったです。➨3者的に見学する人がいるとẼ䛵くこと、ᬑẁからඛ⏕が、訓⦎に┿๢
にྥきあっていることがみれて、ありがたくᛮいました。䖃ᬑẁあまり┠にする事がなく⏕活しており、リストはᨵめて自
ศや࿘りの行ືをよく見て活ືすることの大ษさを教䜟りました、等のグ㏙ア䞁䜿ート⤖果を得た。ᙜヱ学ᰯについて
は「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」の一ᐃの᭷用ᛶを☜ㄆできたといえる。ຍえて、これまで「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」はᆅ震
災害のみに対応していたが、学ᰯ等からのព見を䜅まえ、ⅆ災およ䜃ᆅ震ⅆ災の複ྜ災害に䜒に䜒対応したホ価㡯
┠にᨵゞし、全国の学ᰯが↓ൾで䝎䜴䞁ロードできるᙧにし発ಙした。ᐑᇛ┴教育ጤဨ会発行の「学ᰯ防災䝬䝙䝳ア
ル見┤しのᡭᘬ」（2022.3ห行）に、「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」のᴫせ・実践報告がᥖ㍕され┴ෆおよ䜃全国に発ಙさ
れた。
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本研究の成果として、స成したᨵゞ∧㑊難訓⦎䝏ェックリストである。㻌
A3表⿬二つᢡりのᙧᘧで、全国の学ᰯに↓ൾ㓄ᕸをしている。

ᅗ表

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2021.8、国ෆ䡠学ᰯの教⫋ဨ、䝉䝭䝘ー、▼ᕳᕷ❧㟷ⴥ中学ᰯᰯෆ研ಟ会、「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」の使用᪉ἲ等

の₇⩦を実施、⣙30ྡ

2021.10、国ෆ䡠研究者、シ䞁䝫ジ䜴ム、日本Ᏻ全教育学会➨22ᅇ東ி大会、シ䞁䝫ジ䜴ムにて「㑊難訓⦎䝏ェックリス

ト」にಀるㅮ₇を実施、⣙200ྡ

2021.11、国ෆ、学ᰯの教⫋ဨ、䝉䝭䝘ー、大࿴⏫防災୺௵研ಟ会、「㑊難訓⦎䝏ェックリスト」を使用した㑊難訓⦎ホ
価にಀるㅮ₇を実施

ྜィ（䚷3䚷）件
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䐢

෸教ᤵ

䖂 ᑠᒣ┿⣖

䚽 ᰘᒣ᫂ᐶ

䚽 బ⸨⩧㍜

Ⲩᕝᏹ

ఀ⸨୕ᯞᏊ

平ᒸ♸Ꮚ

༓ⴥஂ⨾Ꮚ

ཎ⏣୕ᮁ

ᕷᕝ┿ᇶ

ᮧ⏣⨾ᯞᏊ

బ䚻ᮌ㥴

෠⏣㈗Ꮚ

ᒣ本៞Ꮚ

㔠⏣೺࿃

ᒣ本㞞㈗

ྂụ一成

ὸ㔝ඃ⣖

໭ᾆ⳯⥴

中ᮧ㈏ᚿ

༓ⴥ⛸௓

後᰿実ె

ᒸᯘឡዉ

ᯘⱥኴ㑻

社本ⰼ㤶

ᒾⲖఙ一

597�000෇

㜵⅏ேᮦ⫱ᡂᏛ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
防災対応ຊྥୖのための教材・ㅮᗙのຠ果᳨ドにᇶ䛵く防
災教育の体系化

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ᑠᒣ┿⣖ ⫋ ྡ

ఏ䚷（༓ⴥ学ᅬ௦表）

所 ᒓ 機 関 等 ᒱ㜧大学

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

ᒱ㜧大学

東໭大学災害科学国際研究所

東໭大学災害科学国際研究所

≉ᐃ㠀Ⴀ฼活ືἲ人ド䜳䝏䝳䜴ブ

Ύὶの国䛞䜅ዪᛶ防災ኈ会

ྍඣᕷᙺ所

ᒱ㜧大学

ఏ䚷（ᅄኳ⋤ᑎ大学෸教ᤵ）

ఏ䚷（ⵦ㒆ᕷ❧大ሯᑠ学ᰯ教ㅍ）

ఏ䚷（୺፬䚷ඖ௝ྎᕷෆ教ဨ）

ఏ䚷（東໭学㝔大学学⏕䚷東໭学㝔大学災害䝪䝷䞁ティアステーシ䝵䞁所ᒓ）

ఏ䚷（௝ྎᕷ㟷ⴥ༊会ィ年度௵用⫋ဨ）

ఏ䚷（௝ྎᕷ㟷ⴥ༊会ィ年度௵用⫋ဨ）

ఏ䚷（ᰴᘧ会社復興ᢏ術䝁䞁サル䝍䞁ト社ဨ）

ఏ䚷（ྡྂᒇ学㝔大学学⏕䚷ྡྂᒇ学㝔大学䝪䝷䝉䞁&:ク䝷ブあすな䜝所ᒓ）

ఏ䚷（ྡྂᒇ学㝔大学学⏕䚷ྡྂᒇ学㝔大学䝪䝷䝉䞁&:ク䝷ブあすな䜝所ᒓ）

ఏ䚷（௝ྎ㧗等ᑓ㛛学ᰯ⏕ᚐ）

ఏ䚷（一⯡社ᅋἲ人教育ソリ䝳ーシ䝵䞁研究༠㆟会䚷䜻䝱リア教育䝁ー䝕ィネー䝍ー）

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

ఏ䚷（㟼ᒸ大学人ᩥ社会科学㒊 ἲ学科所ᒓ）

ఏ䚷（ྡྂᒇ学㝔大学学⏕䚷ྡྂᒇ学㝔大学䝪䝷䝉䞁&:ク䝷ブあすな䜝所ᒓ）

ఏ䚷（ྡྂᒇ学㝔大学学⏕䚷ྡྂᒇ学㝔大学䝪䝷䝉䞁&:ク䝷ブあすな䜝所ᒓ）

ఏ䚷（ྡྂᒇ学㝔大学学⏕䚷ྡྂᒇ学㝔大学䝪䝷䝉䞁&:ク䝷ブあすな䜝所ᒓ）

ఏ䚷（ྡྂᒇ学㝔大学学⏕䚷ྡྂᒇ学㝔大学䝪䝷䝉䞁&:ク䝷ブあすな䜝所ᒓ）

㧗ᒣᕷẸ防災研究会

期䚷間 ௧࿴3年6月1日䡚௧࿴4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

ᒱ㜧┴教育ጤဨ会の防災教育ᙉ化䝏ームに༠ຊし䠈᪂学⩦ᣦᑟせ領を㋃まえ䠈各教科の中で䛹のように防災を⪃
えるかという実践事౛をస成した䠊あ䜟䛫て䠈防災教育の体系化を進めた䠊防災教育実践䝒ールとし多様な୺体との
連ᦠによる災害アーカイブのຠ果的な活用ᡭἲの㛤発と展㛤を行った䠊

防災教育の体系化を行ったୖ䠈学ᰯෆで行う㒊ศと学ᰯෆでは難しい㒊ศ（サ䝞イ䝞ルス䜻ル等）それ䛮れの実⿦を
進めた䠈学ᰯ䠈行ᨻ䠈各✀ᅋ体との連ᦠによる災害アーカイブを活用した防災教育の実⿦を行った䠊今後実⿦したい
ᆅ域ྥけに䠈災害アーカイブ活用の෉Ꮚをస成した䠊ཧ⪃にしたいというၥいྜ䜟䛫䜒᮶ているため䠈今後の波ཬが
見込まれる䠊2021年度の䝯䝕ィア報㐨8件䠊
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2021�10�1䡚10�7䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災のグ㘓䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用し
た䝟ネル展♧他䠈大ᇉᕷᙺ所䠍㝵多┠的ス䝨ース䠈大ᇉᕷ

ᅗ表

成果として発表したㄽᩥ

Ⲩᕝᏹ䠈ᑠᒣ┿⣖䠈ఀ⸨୕ᯞᏊ䠈平ᒸ♸Ꮚ䠈中ᮧ㈏ᚿ䠈ᰘᒣ᫂ᐶ䠈஭ୖ㏱䠈༓ⴥஂ⨾Ꮚ䠈み䜣なでつくる み䜣なで

つかう 災害アーカイブ 䠉㈨ᩱの཰㞟・活用・㐠用䠉䠈䝕ジ䝍ルアーカイブフ䜷ー䝷ム（₇題⏦し込み中）

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（䚷1䚷）⦅

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2021�4�5䡚4�30䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災から130年䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用
した䝟ネル展♧他䠈ྍඣᕷᙺ所ロ䝡ー䠈ྍඣᕷ

2021�5�2䡚5�29䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災のグ㘓䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用した
䝟ネル展♧他䠈䝲䝬カまな䜃䝟ーク䠈多἞見ᕷᕷẸ活ື஺ὶᨭ᥼䝉䞁䝍ー・᰿本஺ὶ䝉䞁䝍ー

2021�6�7䡚6�30䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災のグ㘓䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用した
䝟ネル展♧他䠈ᕝ㎶⏫ᙺሙロ䝡ー䠈か䜟䜉防災の会・ᕝ㎶⏫

2021�7�5䡚7�30䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災のグ㘓䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用した
䝟ネル展♧他䠈ᒱ༡⏫⥲ྜ೺ᗣ⚟♴䝉䞁䝍ーやすら䛞ⱌ䠈ᒱ༡⏫社会⚟♴༠㆟会

ྜィ（䚷11䚷）件

2021�10�27䡚10�31䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災のグ㘓䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用

した䝟ネル展♧他䠈䝝ートフルスク䜶アー*（ᒱ㜧ᕷ）

2021�11�3䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災130年事業䠈アーカイブの෗┿を活用した䝟ネル展♧他䠈本ᕢᕷẸᩥ
化䝩ール䠈本ᕢᕷ・本ᕢᕷ教育ጤဨ会䠈震災⣖ᛕᇽ

2021�11�7䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災のグ㘓䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用した䝟ネ
ル展♧他䠈ᒱ㜧䝯䝰リアル䝉䞁䝍ー䠈ソ䝘䜶ル防災

2021�11�17䡚12�3䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災のグ㘓䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用し
た䝟ネル展♧他䠈関䞄ཎ䜅れあい䝉䞁䝍ーෆ⏫Ẹ䜼䝱䝷リー䠈関䜿ཎ⏫社会⚟♴༠㆟会

2021�12�15䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災のグ㘓䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活用した䝟ネ
ル展♧他䠈大ᇉᕷ中ᕝᆅ༊䝉䞁䝍ー

2021�12�21䡚12�27䠈䝟ネル展䠈国ෆ䠈一⯡䠈⃰ᑿ震災から130年䡚防災を⪃える䝟ネル展䡚䠈アーカイブの෗┿を活
用した䝟ネル展♧他䠈関ᕷⱝⲡプ䝷䝄・䜶䞁ト䝷䞁ス䝩ール䠈䛫き防災の会・震災⣖ᛕᇽ
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